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Mission x Vision

τ σ Ϭ
χ τ Ϭ

“Why” we do. 

ᾤ ϬΤΦ ϛοʺ
ồΦχᶑ Τϣ χ Ϭ
ϯАФД˔ЕΰνξΪϥʻ

Fusion of Society, IT and Culture.

ГϼЛкЅ˔ϸрОИ˔ρΰοʺ

Ṫ ρּזᵓχᴯΪỆρσϤᴿ ᵔὨτ‟ᾅβϥʻ

Mission （存在意義） Vision（あるべき姿）

“What” we do. 
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ᵓּזᵵ

ᵓּז ᶴ꜠ᵓּז Fusic ˢТв˔ЅАϼˣ

Ԍ ︡ זּ  ᴧ

︡ זּ  ԁ

Ὦ 2003 10Ὦ10

ⱧỘ - WebЄІГЭ ˗ ІЫ˔ЕТ϶рϯФзᵫ

- AIʾṐᵣᶘ ˗ IoTЄІГЭᵫ

-ϼжϳЖϱрТжˢAmazon Web Servicesˣ

-ФкЍϼЕⱧỘ

∕ ᴎ זּ

̟810-0001 ᴎᾉ ᴎ◕ Ỹ״ 4-1-7 3 Ри6F

TELʿ092-737-2616 FAXʿ092-737-2617

◕ Ằ ὴ︡ԏ Ͻк˔І◕

ᴎ ὴ︡ԏ Q-Board
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РЅКІЯДи

当社では創業時よりプライム案件を基本とし、ФкЈІχ ᴟτϢϥмрІЕАФἷχЂ˔РІϬ ằʻ

クライアント伴走型で ἷӛὯϬ ρΰθᵫ ӛὯで多くの実績を積むことで、Ṫ Ϭ τ ΰσΥϣʺ

׃ χΰ ϬםᾝΰοΜϥʻ

︣ʾ ὸ
ЄІГЭϱрГϽй˔Ќ˔

案件規模 ἷӛὯ（数百万～数千万円） 大型案件（数億円～）

開発期間 ṍ（数週間～数カ月） 長期（数カ月～年単位）

契約形態 Ӧ Ἰ が中心 請負契約が中心

開発体制
мрІЕАФἷ

（開発工程をすべて内製化）
多重請負構造型

（複数の下請け企業が連鎖的に工程に関与）
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クライアントのDX課題をмрІЕАФˢԁṓ Ḥˣπ◦כβϥθϛʺβϓοχФкЈІϬ ᴟʻ

これにより、 ṍḧτϩθϤϼжϱϯрЕχРЅКІχ ῞Ϭ◦Πϥ σϣπψχזּ ἷ◦כϬםᾝʻ

DXᴿ ϬмрІЕАФπ βϥכ◦

1 2 3 4 5

ФкЅϴϼЕЫКЅЮрЕ

  χ├

• ПϯзрϽ

• ЀрЈФЕ ὓ

• м˔ϼЄдАФ

• ЀрЂиГϰрϽ

ᵵ ם ʾ ὓ

• PoCˢᵵ ם ˣ

• Ὧ Ṱ

• ГϼЛкЅ˔ẉό

ᵫ ︣ χ

• IoTДНϱІχ

ᵫ ʾם

• ϼжϳЖϱрТж

• WebЄІГЭ

• IoTЄІГЭ

• AI/Ṑᵣᶘ

• ІЫШϯФз

• UI/UX ДЃϱр

ᾁ

• ГІЕ ὓ

• ГІЕ

• йРв˔

֫ ʾ ᴟ◦כ

• ֫

• MSP

• ᴟ◦כ

ςχТϴ˔ЇΤϣπϜʺᾤ χТϴ˔ЇιΪπϜέ ᴂπΦϘβʻ
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ⱧỘ

ϼжϳЖϞIoT、AIʾṐᵣᶘ など、様々なテクノロジーを活用して、ϼжϱϯрЕχЄІГЭᵫ Ϟ

РЅКІЯДи ᶗϬ◦כβϥˮϼкІГϼЛкЅ˔˯、ЄІГЭχ ︢֫ ΣϢόОУзАϼϼжϳЖχ ằϬ“Ξ

ˮMSP˯とꜛּזᵫ ˮФкЍϼЕ˯を展開。

48.6%

44.7%

6.6%

ϼкІГϼЛкЅ˔

ͨͥ͢*1

ФкЍϼЕ
(360ʾsigfy)

ϼжϳЖḕẽ  ϞЄІГЭᵫ ʺIoTτϢϥД˔Ќ Ϟ

AIτϢϥД˔Ќ ʺ σДЅЌиГϼЛкЅ˔Ϭᶨ

ΰʺϼжϱϯрЕχᴿ ᵔὨτΩ σṪ Ϭ ằʺ‟ᾅβϥ

άρϬ ◙βЂ˔РІ

＊準委任契約及び請負契約(フロー型)

ЄІГЭẉόϼжϳЖḕẽχ ︢֫ σϣότ

ОУзАϼϼжϳЖ(AWS)χ™ Ϭ“ΞЂ˔РІ

＊準委任契約による保守運用ビジネス(ストック型)

及び従量課金によるリセールビジネス(ストック型)

ФкЍϼЕ(360ʾsigfy)זּꜛ Ϭ ằβϥЂ˔РІ

＊月額課金(ストック型)と都度課金(フロー型)

2024年6月期における
サービス別売上高構成比*1

Ђ˔РІ РЅКІЯДиФкЍϼЕ

ϼкІГϼЛкЅ˔

ͨͥ͢

ϼкІГϼЛкЅ˔

MSP *2

ФкЍϼЕ
ˢ360 / sigfy ˣ

＊１ 2025年6月期より変更したサービス区分に基づいた実績（参考値）
＊２ マネージドサービスプロバイダの略
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2025 ͒Ὦṍ ͏◌ ṍ Ὠ▄ᵵ
2
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‰

ְỘ ׃

ϵϽЉϼГϰУЂЫз˔

ᵫ ӛὯρФкЍϼЕΥ ϬᾃԏΰθάρπʺᵃẠΩ‰χ◌ ṍ ‰ϬṜ

第３四半期累計

2.23ᴑד

前年同期比

+8.3̋

ṍ *1

86.2%

第３四半期累計

14.58億円

前年同期比

+5.4̋

通期予想進捗率*1

67.8̋

売上高 営業利益

Е
С

ϼ
І

¸ クロステクノロジーの1-3Q累計は前年同期比+17.0% で着地。大手インフラ等の大口顧客に対する顧客深耕が進捗したことで、

͏Q ὓχ᾽ẁ ỡ ᴣψ ṍ ˴24.5%ϒ 。売上総利益率の改善に大きく貢献

¸ プロダクトは、大手通信事業者や金融事業者、大規模自治体への導入が牽引し、͏ͦ ὓπ ṍ +25.6%

¸ 営業利益は、 ׃ χᵠ が寄与し、前年同期比˴8.3%で着地。 ṍ ψ86.2%に到達。

¸ 3Qまでの進捗および4Q見通し、今後の投資方針を踏まえ、 ‰χ ṍỘ Ϭᴞ

ˢְỘ ׃ ʿ15.3%ˣ

̎1 2024 8Ὦ9 ῝ χ2025 ͒Ὦṍ ṍỘ τ βϥ

3Q(1-3Ὦ)ψᵫ ӛὯχ Υ‰Ϙμθάρπʺ3QχְỘ ׃ ψ19.1%ϒ
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（百万円）

2024年６月期 2025年６月期 前年同期比

３Ｑ累計 ３Ｑ累計 増減額 増減率

売上高 1,383 1,458 +75 +5.4%

売上総利益 544 593 +49 +9.0%

売上総利益率 39.3% 40.7% +1.4pt -

販売費・一般管理費 338 370 +32 +9.5%

ְỘ ׃ 206 223 +17 +8.3%

営業利益率 14.9% 15.3% +0.4pt -

経常利益 211 224 +13 +6.6%

四半期純利益 138 148 +10 +7.6%

3Q(1-3月)は開発案件の納品が集中したことにより ׃ Υᵠ 。これにより、成長投資による費用増加を吸収しつつ、

ṍ を継続。その結果、ְỘ׃ ׃ ψ15̋Ϭ Πϥ で着地。

2025 6Ὦṍ ͏◌ ṍὨ▄ᵵ
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ＭＳＰは引き続き前年同期比減収で推移。一方で、クロステクノロジーは͏ὮὨ▄ḼỘẉόОУзАϼЈϼЌ˔ΰΪχ

Υ したことで、引き続き堅調に推移。プロダクトはӛὯ ᴥρ ἷӛὯχ῟ᴮで、前年同期を大きく上回る成長を継続

Ђ˔РІ ‰χᵵệ

2024 ͒Ὦṍ
͏ͦ ὓ*

2025 ͒Ὦṍ
͏ͦ ὓ

ṍ

ᾚᶛ ᾚ

1,383 1,458 +75 +5.4%

ϼкІГϼЛкЅ˔ 689 806 +117 +17.0%

ͨͥ͢ 602 537 ̛65 ̛10.8%

ФкЍϼЕˢ360ʺsigfyˣ 91 115 +23 +25.6%

サービス別売上高 ˢ ӡʿ ˣד

̎2025 6ὮṍϢϤЂ˔РІỸ Ϭ  ʻ2024 6Ὦṍ3Qם ψʺ  ῇχЂ˔РІỸ π™ὓ▄ΰθם ˢ╥― ˣ



©Fusic Co., Ltd. 13

2024 6Ὦṍ3Q ὓ
ְỘ ׃

‰ ∙ Ɫ Ɫ ζχ 2025 6Ὦṍ3Q ὓ
ְỘ ׃

0

50

100

150

200

250

300

׃ ԍ ᾚ׃ ԍ

ϼкІГϼЛкЅ˔ρ
ФкЍϼЕΥ

（単位：百万円）

206

+75

̛82
̛17 +42

223
( ṍ +8.3%)

ϵрЅИϯʺЈ˔иІ ∙ẉόЀ˔Ъй˔Е
∙χ Ԍτ Ξ ΣϢό Ὧ χ ᴥ

開発案件の᾽ẁ ỡ ᴣΥΰ したこと及び原価低減により ׃ Υᵠ し、成長に向けた投資による費用増を吸収

その結果、営業利益は前年同期比で＋8.3％と増益で着地し、 ṍỘ ὓᵊχ τΰΪο τ ӱ

ְỘ χ׃ ᾚ ԍ ˢ ṍ ᶓˣ

ˢϷТϰІʾЈϺвзГϰˣ

ϷТϰІᶈ τϢϥ ᴪ Ϟᾚᴣ Ẁ ʺ
ЈϺвзГϰ ⱢτϢϥּז ϱрТж χ ᴥ

ᵫ τΤΤϥᾖᴣ ᾚσςʺ
ЀІЕЀрЕк˔иΥ ῞
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74

39

92

0

32

90
99

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

439 430

513

414
441

494
522

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 6Ὦṍ 2025 6Ὦṍ

３Q売上高は、ＭＳＰの減収をクロステクノロジー及びプロダクトの増収がカバーし、 ṍ +1.8%π

営業利益は、開発案件の伸長により ׃ Υᵠ したことで、 ṍ +8.4%χ π׃

‰ΣϢόְỘ ◌χ׃ ṍ ӱ

2024 6Ὦṍ

売上高 営業利益

（単位：百万円） （単位：百万円）

2025 6Ὦṍ

前年同期比

+8.4%

前年同期比

+1.8%
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クロステクノロジーは３月決算企業及びパブリックセクター向けの年度末納品が集中したことで、ԏΦ Φὸ τ ӱ

ＭＳＰは減収傾向が継続。一方、プロダクトは大手企業や大規模自治体との取引が牽引し、 ṍϬ ΦΨ ᵕϥ ϬὋ

Ђ˔РІ ‰χ◌ ṍ ӱ

25 33 32 27 34 40 40 

209 197 195 202 186 174 176 

204 200 

285 

184 220 
279 

306 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 6Ὦṍ* 2025 6Ὦṍ

（単位：百万円）

ϼкІГϼЛкЅ˔( ṍ ˴7.3%)

• 大手インフラやパブリックセクター顧客に対す

る開発案件の年度末納品が集中

ͨͥ͢( ṍ ̛9.9%)

• 円安に伴うAWS利用量抑制の影響、大口顧客

に対するクラウド利用コスト最適化提案による

売上高の減少 ※ただし、利益インパクトなし

ФкЍϼЕ[360ʺsigfy] ( ṍ +23.7%)

• [360] 大手企業での利用が牽引し堅調に拡大

• [sigfy] 大規模自治体への導入効果で大幅成長を

継続

̎2025 6ὮṍϢϤЂ˔РІỸ Ϭ  ʻ2024 6Ὦṍם ψʺ  ῇχЂ˔РІỸ π™ὓ▄ΰθם ˢ╥― ˣ
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2025 ͒Ὦṍ Ộ
3
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2025 6Ὦṍ ṍỘ χ τνΜο

2025年６月期の通期業績予想の策定にあたっては、営業利益成長率25％の達成を最重要経営指標と位置づけ、ϵКиϻ˔

ᴣᶊẉό Ὧ χ Ϭψαϛρβϥ ᴣ の見通しに加え、 ∙ ⱢϞϷТϰІʺЈϺвзГϰ ӽϒχ Ɫを

踏まえた費用計画を策定したうえで、これらの費用増加を吸収可能な水準として、顧客平均単価の上昇及び顧客数の増加

を前提とした売上高計画を設定しておりました。᾽ẁ ỡ ᴣψ τ ΰθϜχχʺ︡ԏ᾽ẁ χ ᴥΥ πσΨʺ

ὓᵊχ τψ ΰσΜᾋ ΰとなったことから、 ṍ ‰ Ϭᴞ βϥάρρΜθΰϘΰθʻ

一方で、利益面では 2025年６月期第３四半期累計期間において、顧客平均単価が前年同期比で順調に上昇したことに加え、

売上総利益率の高い開発案件の増加により、 ׃ ψ ṍ +1.4pt し、ְỘ ׃ ψ+0.4pt しており

ます。これらの状況を踏まえ、ְỘ Ὂʺ׃ ʺ׃ ṍ ʺτνΦϘΰοψ׃ ὓᵊΤϣ  Ϭ“ϩγʺ Π Φ

ρΰοΣϤϘβʻ

2025年６月期通期業績予想は、 ‰ χᴞ を実施。一方、ְỘ ẉόᶆ׃ ᵬ ʺψ׃ ὓᵊϬ Π Φ

χ
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₈ṍ τ βϥ ᴣ

᾽ẁ ỡ ᴣψ Ϭ ᵕϤ ΦΨᶈ 、一方で︡ԏ᾽ẁ χὓᵊᴞ ϦʺϵрЅИϯ⅜ Ⱳṍχ Ϧにより売上計画との乖離が発生

‮
₈ṍ τ
βϥ ᴣ

₈ṍ τḩβϥ

᾽ẁ ỡ ᴣ *1*2 ̕
• 顧客平均単価は、 ṍ ˴24.5%ρ ΦΨᶈ

• 大手インフラ企業やパブリックセクターを中心にӛὯΥ ἷᴟ

• 付加価値の拡大によるӛὯ ᴣχΰ ☼├Υ ῞

︡ԏ᾽ẁ *2 ̚
• 既存顧客の深耕は順調だが、セールス体制の強化が遅れたこともあ

り、 ṛ᾽ẁχᵫ Υ Ϭᴞᵕϥ

ϵрЅИϯзЊ˔І ̚
• 新規採用人数は概ね計画通りだが、⅜ ⱲṍΥὓᵊϢϤϜῇϧ ΰ

π したため当期業績への貢献が遅れている

Ɫ˗ЀІЕ ○
• オフィス、セキュリティ分野への成長投資は計画通り進捗

• セールス人材採用の遅れの影響で、新規顧客の開拓は計画を下回っ

た一方、コストの上昇は計画よりも抑制

＊1 クロステクノロジーサービスにおける顧客あたりの年間平均取引金額
＊2 年間取引金額1,000千円以上の顧客
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前述の通り、売上高は３Qまでの進捗ならびに４Q見込みを踏まえ、業績予想を修正。一方で、利益については、開発案件

の伸長により ׃ σϣότְỘ ׃ Υ したことを踏まえ、当初計画から変更せず据え置き。

2025 6Ὦṍ ṍỘ

(参考)
2024年6月期* 2025年6月期

実績
修正前

通期予想
修正後

通期予想
増減額 増減率

売上高 1,798 2,150 1,915 ▲234 ▲10.9%

ְỘ ׃ 207 259 259 - -

営業利益率 11.5% 12.1% 13.5% +1.4pt -

経常利益 211 262 262 - -

当期純利益 154 180 180 - -

単位：百万円

（参考）
修正後通期予想
の前期比成長率

+6.5%

+25.0%

-

+24.0%

+16.7%

＊2024年6月期実績は税額控除適用、2025年6月期については実効税率見込
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クロステクノロジーは、期初計画には届かないものの、᾽ẁ ỡ ᴣϞ᾽ẁ Υᶈ しており、前期比では20％超の着地を

見込む。プロダクトも計画には未達だが、大手企業や大規模自治体への導入が牽引し、 ṍ +20%τ ϥ Ϭᾋ₅Ϛʻ

Ђ˔РІ ‰

（参考）
2024年6月期* 2025年6月期

実績
修正前

通期予想
修正後

通期予想
増減額 増減率

ϼкІГϼЛкЅ˔ 874 1,242 1,053 ▲188 ▲15.2%

MSP 804 756 719 ▲36 ▲4.9%

ФкЍϼЕ
ˢ360ʾsigfyˣ 119 150 142 ▲8 ▲5.5%

ὓ 1,798 2,150 1,915 ▲234 ▲10.9%

＊2025年6月期よりサービス区分を変更。2024年6月期通期実績は、変更後のサービス区分で再計算した実績（参考値）

単位：百万円

（参考）
修正後通期予想
の前期比成長率

+20.5%

▲10.5%

+19.0%

+6.5%
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当社は営業利益成長率を最重要経営指標としておりますが、生成AIの急速な技術進展によるDX市場の変化に迅速に対応する必要

があります。よって、 ṍϬ ⱢТϴ˔Їρӡ ξΪʺְỘ ׃ ϢϤϜ ṍ σ ׃ τΰΪθ ⱢϬ します。

₈ῇχ

₈ῇχ Ɫ ˢᾝⱲ χ ˣ

＊出典：2030年代早期に8兆円市場への拡大が期待されている。経済産業省「国内外の宇宙産業の動向を踏まえた経済産業省の取組と今後について」

ṛ

Ɫ

M&A Ɫχᴥ

¸ M&AϬ βϥθϛχ の強化

¸ 生成AIの進展により予想されるỘᵦ™ ΣϢό  ᴟを見据えた

Ṑ σM&Aχם“

AIϞAIϵ˔ЅϴрЕχᶨ τ

Ϣϥᵫ ФкЈІχ ▀ ᵠᶗ

¸ 技術検証期間を経て、AIϵ˔ЅϴрЕϬᵫ ṁ ρΰο ᶊ

¸ より高度な利活用に向けて、新技術の探索・導入、ナレッジの蓄積・共有を

ᶧʾ βϥ Ϭ

Ὃ

Ɫ

֓ ▀Ộ ӽϒχⱧỘ Ɫ

¸ 8 ◕ד *ϒᶈ が期待される宇宙関連市場でのプレゼンス向上

¸ ֓ РЅКІϬ βϥθϛχ の強化

¸ 宇宙産業分野におけるЫ˔ϾГϰрϽẉόᾆẕᵫ Ɫχם“

Ɫ ϒχ Ɫếᴟ

¸ Ј˔иІ ∙χ Ԍに加え、上流工程から顧客課題の解決をリードできる

ЀрЂиЌрЕ ∙の採用を強化

¸ ẵ χΚϥ ὓやϱрЈрГϰУ による優秀人材の確保
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ְỘ ׃

᾽ẁ ỡ ᴣ*1*2

︡ԏ᾽ẁ *2

営業利益成長率の3Q累計実績は＋8.3%に留まるが、準委任案件など4Qも継続的な収益が見込まれる案件が前期より増加

しており、 ṍπψ ṍ +25.0̋ Ϭᾋ₅Ϛ

顧客平均単価は、開発案件における単価向上や顧客深耕、プロダクトにおける大型案件獲得が進捗したことで、 ṍ

Ϭ ΦΨ ᵕϥ で推移。取引顧客数（年間取引金額1,000千円以上の顧客）は、4Qπχ᷊Φ ΰϬ ϥ

︠ σὊְ◙ ˢ2025 6Ὦṍὓᵊˣ

+28.9%
ˢṍ ὓᵊʿ+25.0̋ˣ

+25.0%ӟ

2024 6Ὦṍ
ם

͏Q ὓ
ם

2025 6Ὦṍ
ὓᵊ

更なる成長に向けた投資と

利益成長の両立を図り、

25％以上の成長率を目指す

成長投資を実行しつつ、

事業収益性が向上したことで、

計画を上回る営業利益を達成

13,661 ד 15,027 ד
ˢ ṍ +10.0%ˣ

ז144ּ ז160ּ
ˢ ṍ ˣז16ּ˴

＊1 クロステクノロジーサービスにおける顧客あたりの年間平均取引金額
＊2 年間取引金額1,000千円以上の顧客

͏Q ὓ
ם

ṍ

+8.3%

14,804 ד
ˢ ṍ ˴24.5%ˣ

ז125ּ
ˢ ṍ ˣזּ͑˴

ṍ

+33.6%

ז120ּ

11,894千円

粗利率の改善で、前年同期

を上回って進捗。通期計画

の達成を目指す

開発案件を中心に売上高が

伸長した一方で、売上原価

の上昇が抑えられて増益
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χ

ӽ ἇ ☼├( ṍ)

ϼкІГϼЛкЅ˔

ͨͥ͢

ФкЍϼЕ
ˢ360ʾsigfyˣ

M&Aʾ ὀ

ᴥᴣ χᶈ τϢϥӛὯ ᴣχΰ

ᵫ ӛὯτ Ξ ṛϯϸϳрЕχᶍ ếᴟρ

Ặ ӛὯχᶈ τϢϥІЕАϼχ ϙ Ϋ

ϯϸϳрЕ χᶈ ˷ϯϸϳрЕ ᴣχΰ

ˮⱧỘṐᵓ˯ˮГϼЛкЅ˔˯χᶍ χθϛ
χ ὀχ ┤

• セールス・マーケティング体制の拡充

• エンジニアのスキル向上(AWS認定資格の取得推進等)

• フラッグシップ案件によるブランディングの強化と

プレゼンス向上

• 新たなエリアへの進出（宇宙産業、海外市場等）

• AWSパートナーとしての地位向上

(企業レベルの技術認定の獲得)

• 既存顧客とのリレーション強化

• クロステクノロジーからのメンテナンス案件の獲得

• 360  ：セールス体制の拡充(自社及びパートナー)

 サービスの機能拡充

• sigfy：大型自治体への営業強化、集金機能の導入拡大

• 既存リレーションの活用および仲介業者等との連携に
よるソーシングの実現体制の整備

• 新たなエリアへの進出や事業機会創出に向けた戦略的
提携の推進

︡ԏ᾽ẁ χᶈ

ϼкІГϼЛкЅ˔

MSP

ФкЍϼЕ
ˢ360 / sigfy ˣ

M&A χ ὀ
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χ ͍

開発と運用の効率化が企業の重要課題となる中、開発(Development)

と運用(Operations) を一体化させたDevOps手法を活用し、顧客のシ

ステム開発および運用における課題解決を支援する。

Ив˔Іʿhttps://fusic.co.jp/news/937

AWS˗DevOps◦כЂ˔РІ

AWS Foundational Technical Review (FTR) for 

Service Offerings τΣΜοˮDevOps◦כЂ˔РІ˯

Υᾁ Ϭ ᵃ

IoTЄІГЭ WebЄІГЭ ϼжϳЖ

SORACOM

SORACOMを活用したシステム構築に精通し、多数のIoTプロジェク

トにおける実績や培った知見が評価され、190社の認定済パートナー

の中から新たにˮSELECTED ϱрГϽй˔ЄдрО˔ЕЗ˔˯とし

て認定。今後、IoTを活用した開発案件の拡大を図る。

SORACOMО˔ЕЗ˔ФкϽжЭχ ӡ πΚϥ

ˮSELECTED ϱрГϽй˔ЄдрО˔ЕЗ˔˯τ

Ив˔Іʿhttps://fusic.co.jp/news/947

ϼжϳЖ WebЄІГЭ ІЫШϯФз

https://fusic.co.jp/news/930
https://fusic.co.jp/news/947
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χ ͎

ϼжϳЖ WebЄІГЭ

ϘκχϩШ˔иДϰрϽІϒχ Ɫ

Ив˔Іʿhttps://fusic.co.jp/ir

ФйЬϯЭ Φ ὴχᶈ τΰΪθϯФзʾϱрТ

жχᶈ Ϟ ếʺ ṛЂ˔РІχẶ ᵫ Ϭᴥ

主要取引先である「株式会社まちのわ」を子会社に持つ「株式会社

まちのわホールディングス」による第三者割当増資を引き受け。

今後、同社の事業にテクノロジー面で積極的に参画し、プレミアム

付き商品券の全国シェアの拡大や新規サービスやソリューションの

開発に共同で取り組む予定

AIʾṐᵣᶘ Ộ ὀ

高度な専門知識や運用設計が求められる生成AIの導入を、企業ごと

のニーズに合わせてカスタマイズして提供。単なる技術提供に留ま

らず、業務プロセス全体の最適化と競争力向上を実現するため伴走

型の支援を提供。

Ив˔Іʿhttps://fusic.co.jp/news/926

Upstage ρ AI π ὀ

ḫ⁯ χϽк˔НиAIḼỘˮUpstage Inc. ˯ρ

AI τΣΪϥ ὀτ›Ӫ

ІЫШϯФз Ɫ ὀ

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS05833/a67697cb/b750/4ec1/80b6/fb146d1776de/140120250325500360.pdf
https://fusic.co.jp/news/926
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χ ͏

人員数
(2025年３月末時点)

112

ṍ

+6

ṍ

+14

ᶨ ḼỘρΰο

ˮΠϥϖΰ˯ χ͏ν Ϭ︡
∙⅜ ʾӾ χ

ỘԌ
112

（2025/ ３末)

ϵрЅИϯ
̞ГІЕϵрЅИϯ
ẉόДЃϱЗ˔ḯϚ

ˢ68.8̋ˣ

Ѐ˔Ъй˔Еʾζχ
ˢ22.3̋ˣ

ЀрЂиЌрЕ
ˢ8.9̋ˣ

女性の活躍推進に関する取り組みが優良である企業として
˰Πϥϖΰ˱ ˲͏ν ˳Ϭ︡
当社では、女性の活躍推進への取り組みとして、さまざまな制度
運用や取り組みを行っており、今後も性別を問わずすべての社員
が活躍できる企業として、最適な職場環境の提供を目指す。

当社取り組みの一例

ÂТйАϼІЌϱЭ ϞзЯ˔Ем˔ϼχ

Â ⱲḧỠ

ÂӾⱪẈỘⱲχЂЪ˔Е

Â ῡ χ ם

ÂϺазϯϯАФ◦כ

Ив˔Іʿhttps://fusic.co.jp/news/953

https://fusic.co.jp/news/953
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︡ זּ

 ᴧ
Noutomi Sadayoshi

ỵ ᶘ ᶘԚЄІГЭ ᴬᶘ
ЄІГЭᶘ ῼ

ᶴ꜠ᵓּזFusic ︡ זּ
זּ ︡ זּ ˢᾝ ˣ

︡ זּ

 ԁ
Hamasaki Yoichiro

ỵ ᶘ ᶘԚЄІГЭ ᴬᶘ
Ῥᶘ ῼ

ᶴ꜠ᵓּזFusic  ︡ זּ
︡זּ זּ ˢᾝ ˣ

ЫКЅЮрЕʾФкТϰ˔и

ᵰ︡זּ

ӗ֦ ḃ
Yasuura Hiroto

Ῥᶘ ●

Ằ ᶘῬᶘ ◓Ῥᶘᴬ ễ

ỵ ᶘ ᶘԚЄІГЭ ᶘᾆẕԚ ễ

ỵ ᶘ Ⱨʾ ᶘ ʼ ᶧ ˢCIOˣ

⁯ ᶘᾆẕ ˢNIIˣ ˢᾝ ˣ

CMSC, Inc.​ּזᵰ︡ ˢᾝ ˣ



©Fusic Co., Ltd. 30

Ỡḗ₰

ἢ  ᾈ 
Kuribayashi Kinue

ὴᶴ꜠ᵓּז
ДЅЌи Ђ˔РІᶴ꜠ᵓּז

ˢᾝІϸО˔JSATᶴ꜠ᵓּזˣ
ᶴ꜠ᵓּזϱЫЅϸʾ кЩАЕШ̝ иДϰрϽІ
ˢᾝ ᶴ꜠ᵓּזIMAGICA GROUPˣ
ᶴ꜠ᵓּזIMAGICAГϰ˔сϰ
ˢᾝᶴ꜠ᵓּזWOWOWФжІˣ︡
ᶴ꜠ᵓּזIMAGICA Lab.︡

Ỡḗ₰

 ᵹ◊
Kashiwagi Machifumi

Ằ ᶘ ᶘ Ộ
UCLAРЅКІІϼ˔иˢMBAˣ

NTTϯЮзϸ ּז
ЪзЀЭЅаОрᶴ꜠ᵓּז

 ︡ זּ
ϱрЌ˔ЊТЕᶴ꜠ᵓּז ︡ זּ
ᶴ꜠ᵓּזТ˔Яϯ ḗ₰ ˢᾝ ˣ

Ỡḗ₰

ᾖ ᵏ
Nishihara Takamasa

Ằ ᶘ ᶘ Ộ

ῐ●
Κήϋ Ⱨ

ϯϼЈжй˔Е Ⱨ  ˢᾝ ˣ
ETТкрГϰϯᶴ꜠ᵓּז CEO

ᶴ꜠ᵓּזMiRESSO ִי“ Ԍˢᾝ ˣ

“יִ Ԍ

ὊְḼᵊ

 ῾◄
Oda Koji

ԅ ᶘ ⱵὊↄᶘ
⁯∑ ⱵὊↄᶘᴬ Ộ

῝ ᵓὓ●
PwC ●
ԁ Ш˔иДϰрϽІᶴ꜠ᵓּז
ᶴ꜠ᵓּז ӽὊↄᶨ ᴟ◦כṐ 
ᶴ꜠ᵓּזFusic ˢ2020זּ ˣ

ЫКЅЮрЕʾФкТϰ˔и

“יִ Ԍ

ᵫ  

 
Sugimoto Shintaro

ỵ ᶘ ᶘԚЄІГЭ ᴬᶘ
◓ДНϱІῬᶘ ῼ 

к˔Эᶴ꜠ᵓּז
ᶴ꜠ᵓּזFusic ˢ2009זּ ˣ
ⱧỘ  

Ṫ  
Ṫ  

“יִ Ԍ

ⱧỘ  

 
Hamano Yasuaki

ỵ ᶘ ᶘԚῬᶘ
ṐᵣῬᶘ ῼ 

ᶴ꜠ᵓּזFusic ˢ2016זּ ˣ
Ṑᵣᶘ Ў˔Э з˔Ѝ˔
Ṫ  
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ᶗל

創業者である納富、濱﨑が大学院の学生時代に起業。その後2003年にFusicを設立。

創業当初はシステム開発を手掛け順調に事業を拡大。並行してクラウドコンピューティングやAI等、新たな技術分野にも

積極的に進出し、現在は事業の柱に成長している。

2002 2003 2009 2012 2019 2021

̙AWSχϽк˔НиО˔ЕЗ˔ФкϽжЭ
ˮAPNЀрЂиГϰрϽО˔ЕЗ˔˯τ

̙ ᴎ◕︠℗χϵрЅИϯТйрЖз˔
ЄГϰ ᴎϯм˔ЖϬ

2023

Ằ ὴ︡ԏ Ͻк˔І◕
ᴎ ὴ︡ԏ Q-Board

2016

︡ זּ  ʺ︡ זּ  

Υỵ ᶘ ᶘԚ∕ᶘ τЄІ
ГЭᵫ ⱧỘπṞỘ

̙ Ђ˔РІʾ ṛⱧỘσς
̙ϼжϳЖЀрСв˔ГϰрϽḩ

20202017

̙AIϬᶨ ΰθЀрЂиГϰрϽⱧỘϬᵫ◐
̙ᶘ ΰΪԁ Ђ˔РІˮsigfy˯Ϭзз˔І
̙Google Cloud PlatformχˮGCPГϼЛкЅ˔О˔ЕЗ˔˯
τ

‰ ӱ

̙ˮAWSОУзАϼЈϼЌ˔О˔ЕЗ˔*˯τ

̙ᶴ꜠ᵓּזТϰАϼІЌ˔Їρ ◓ϯИ˔зрϽϼжϳЖ
ˮFixstars Amplify˯χО˔ЕЗ˔Ἰ Ὣ

̙ ᶕ ϢϤϼжϳЖⱧỘּיρΰο ϛοˮ־ з
Я˔ЕЈрЄрϽṜ Ϭ︡ϤӌΞּי˯χ ︡

̙ ˮAWS 200 APN Certification Distinction˯τ

2024

ᶘԚ ῇʼ
ᶴ꜠ᵓּזFusic

̙ˮ360ˢήϭϧΨϘϥˣ˯Ϭзз˔І
̙ФжϱНЄ˔Ы˔ϼ︡

̎AWSОУзАϼЈϼЌ˔О˔ЕЗ˔ФкϽжЭψ2025 1Ὦ29
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ⱧỘχ ˢẵ ӡ Ϭᶎ βϥϘπχ Ϧˣ

ᶘ ЦрЎа˔として創業し、ᶘ ᾆẕṐḩϞ ḼỘρχ︡Ϥ ϙϬ αοṪ χ ϞṪ χ Ϭᶈ Ϭ ʻ

мрІЕАФでサービス提供してきた背景から、Ṍ Ṫ ρ Ṫ Ϭ τνσΩˮṪ Ὣ› ˯ρΜΞẵ χᾛ Ϭ  ʻ

ỵ ᶘ χ
ЦрЎа˔
として創業

実績が認められ
⁯῝ ᶘρχ
︡ԏם Υᶈ

国内で初めて
AWSОУзАϼЈϼЌ˔
О˔ЕЗ˔τ

学術研究機関等との
取引を拡大させながら
Ṫ Ϭ Ψ

σ ḧḼỘρχ
︡ԏΥᶈ する中で、
さらに技術の幅が拡大

Ṫ Ὣ› Ϭ ṉし、
地方大手・中核企業を
中心にẵ ӡ Ϭ 

2002 2012 2019 2022 20242016

競争優位性確立の流れ

ϼжϳЖЀрСв˔Ќ

AIʾṐᵣᶘ ˗IoT

Ῥ־ Д˔Ќᵔ

◓ЀрСв˔Ќ

⁯ AWSˮОУзАϼЈϼЌ˔О˔ЕЗ˔ * 6 ˯

ᶕ ϢϤϼжϳЖ π ϛοˮ־
зЯ˔ЕЈрЄрϽṜ Ϭ︡ϤӌΞּי˯χ

AIⱧỘІЌ˔Е
IoTБ˔иˮmockmock * 2˯ІЌ˔Е

AI/ IoT χ Ṫ

(ᶴ)ТϰАϼІЌ˔Їρ ◓ϯИ˔зрϽϼжϳЖ
ˮFixstars Amplify ˯χО˔ЕЗ˔Ἰ Ὣ

◓ЀрСв˔ЌӛὯχᶍ ̍

Ͻи˔ФʾJAXAχẶ ⱧỘτ
ὀẸ ⱧỘּזρΰο╥ᵊ

ˮAPN ALL AWS Certifications Engineers ˯
ˮAPN AWS Top Engineers ˯τ * 3

ChatGPTӛὯᶍ &

ᴎᾉχ῝ ⱧỘˮ־ Д˔Ќ
ᶨ Њзв˔Єдрᵫ Ⱨכ◦
Ộ˯τ⅜

2023

2011AWS*1Υ Ằз˔ЅдрϬᵫ

͍̎ Amazon Web Services
͎̎ 2024 9ὮЂ˔РІ ằ
̎͏ ᾝ∕ψˮJapan AWS Top Engineers˯ẉόˮJapan AWS ALL Certifications Engineers ˯ʻ2022 ӟ‭ʺ ϬὋ ʻ

ᴠ ᴟṪ χᾆẕᵫ τ ︣

AWSˮϯЖНрІЖО˔ЕЗ˔˯

ˮsigfy˯τChatGPTχṐ Ϭם

2023OpenAIΥGPT-4Ϭ῝ᵫ

ˮAWS 200 APN Certification 
Distinction ˯

2021SpaceXΥІЌ˔зрϼ*5χѝ Ϭзз˔І

ІЫ˔ЕЄГϰФкЅϴϼЕ*4╥ᵊ

̎͐ ẍ ▀ᶴ꜠ᵓּזʺЊТЕНрϼᶴ꜠ᵓּזʺᶴ꜠ᵓּזϺаЖЈрЌ˔ρם☼ΰθẶ ФкЅϴϼЕ
̎͑ SpaceXּזΥ֫ βϥ־ ϱрЌ˔КАЕЂ˔РІ
̎͒ AWSОУзАϼЈϼЌ˔О˔ЕЗ˔ФкϽжЭψ2025 1Ὦ29

2020 ᶕ Υˮ ◓Ṫ ϱЛЦ˔Єдр ˯Ϭ῝

Ω ᴟ χӛὯᶍ &

2006

2012

2016

2022

2024

2017
2019 2023 2024

2023

2019 2022 2023

2021 2022

2024
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ẵ ˢᴣ ˣ ṉχ Ϧ

ᶘ ᾆẕṐḩϞḼỘχ Ṫ χᾆẕᵫ に高い専門性と提案力を武器に伴走し、そこで得た先進技術の実績と知見を、

DXの拡張余地が大きい ᶘʾꜛⱵ Ϟ ӽχ ᶋḼỘ Ϭ τּזᵓτ ᵫβϥ ϦϬ ʻ

ᵓזּ

ӽχ ᶋḼỘ

ᶘ

Ԛ

ꜛⱵ

▀Ộ

Ộ

‰ Ṫ ӽ

Ỵ“

ᶘ ᾆẕṐḩ

ḼỘ

ᾆẕᵫ χ
ˢᾆẕᵫ ʾЀрЂиˣ

Ṫ Ὣ›
ϬᶨΤΰθ ᵫ

ʾᴂ

Ṫ

χ ꜡
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Ṫ Ὣ›

Ṍ Ṫ ρ Ṫ を幅広く保有し ›ήδο ằπΦϥˮṪ Ὣ› ˯は、 ỘЦрЍ˔τψσΜ σϣπψχếϙזּ

これにより、ˮᵫ χṐ ʾІС˔Ж˯ˮ ˯ˮᵫ ЀІЕχ ˯といった価値をクライアントに提供。

ϼжϳЖ

ІЫШϯФз

UI/UXДЃϱр

WebЄІГЭ

AIʾṐᵣᶘ

IoTЄІГЭ

Fusic AI Ộ ϼжϳЖ Ộ SIer

UI/UX ДЃϱр

WebЄІГЭ

ІЫШϯФз

ϼжϳЖ

IoTЄІГЭ

AIʾṐᵣᶘ

*当社及び比較企業のスコアは、各技術領域の経験年数や案件対応数等を参考にした当社認識です。

Υזּ βϥṪ ӽρ

Ṫ йЦиχϱЮ˔Ѕ*
AWS Ɫᶊ︡ （2024年5月31日時点)

• Specialty( 専門知識)：73

• Professional( プロフェッショナル)：43

• Associate( アソシエイト)：64

• Foundation( 基礎レベル)：22

›ὓ202

• Public Sector

• Immersion Day

• Solution Provider

• Public Sector Solution Provider

SORCOMプラットフォームを活用した

システムインテグレーション、マネージ

ドサービス、コンサルティングを提供

˰AWS 200 APN Certification Distinction ˱τ

˰AWSϯЖНрІЕГϰϯЂ˔РІО˔ЕЗ˔˱τ

˰SPS SELECTEDϱрГϽй˔ЄдрО˔ЕЗ˔˱τ
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Ɫ χ︡ϤӌΜτνΜο

Ɫ τψʺ χᾋ ΰτḩβϥṜ ΥḯϘϦοΣϤϘβʻỘᵦ ΰẉόⱧỘ τνΜοʺ Ɫ Ⱳ τ

ΣΪϥ ʺᾋ₅ϙ ψ τṁξΜθ τνΜοϜᾠẉΰοΣϤϘβʻ

άϦϣχ τḩβϥ χ τψʺ ˑσзІϼϞ ᶎם Υ ∕ΰϘβʻṌτ ϣϦθϜΰΨψ ιτ

ϣϦοΜσΜзІϼʺ ᶎם ʺζχ χ ԍΥʺ χ τḩβϥ τḯϘϦϥ ρӰσϥὫᴮϬԏΦṞ

άβᴦ ΥέίΜϘβʻ μοʺ χ∑םχזּ τΣΪϥⱧỘ ϞỘ ψʺ Ɫ τṜ∏ήϦοΜϥ

ρӰσϥ ›ΥέίΜϘβʻ
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